
グループホームカムさぁ   認 知症高齢者グループホーム外部評価結果

番号 項 目
農くできてし

る できている努力が必要 評価困難

1 O理 念の具体化
サービス理念や運営方針は、家庭的な環境の中で、利用者の能力や尊厳を尊重し

たケアを行うなど、グループホームの特徴を生かしたものになっている。
O

O理 念の共有と実現
すべての職員が、ホームの理念にもとづき、常にその実現に取り組んでいる。

O

〇グループ本一ムでの生活空間づくりの工夫
その時の体調や気分に応じて、自分の居場所を選択できるよう、共有空間は丸椅子やソファを設置し、廊下にも椅子とテ=ブ
ルが置かれ、ボランティアによる生け花で季節感を出しています。  ｀
個々の食器を使用していただいたり、使い慣れた家具を持ち込み、慣染みの生活感を出すように配慮しています。

0気 軽に入れる雰囲気づくり
入居者や家族が入 りやすい、近隣の住民も訪ねやすいなど、

周囲が違和感や威圧感を感 じさせないつくりになっている。
玄関まわりや建物の

O

O家 庭的な雰囲気づくり
共用の生活空間 く玄関、廊下、居間、台所、食堂、沿室、 トイレなど)を は じ

め、調度品や設備、物品や装飾が家庭的な雰囲気になつている。
O

〇くつろげる場所の確保
居室以外に、自由に過ごせるような居場所がある。

O

O居 室の環境づくり
居室は、入居者一人ひとりの生活にあわせ、使い慣れた家具や生活用品、装飾品

等が持ち込まれるなど、安心 して過ごせる場所となっている。
○

0入 居者の身体機能の低下を補うことに配慮 した環境及び生活空間づくり

O

O認 知症状を配慮した環境づくり
場所の間違いなどの混乱を防ぐための工夫がしてある。

O

O落 ち着いた暮 らしができる快適な環境づくり
入居者が落ち着いて快適に暮 らせるように、音の大きさ、光の強さ、におい

暖房などに配慮 してある。                    ・
冷

O

O入 居者に対するケアで行ううえで工夫されていること

呂雷垢建浮裏軌こr貰尋万と筈げ薫景房夢争唇秦琴督旨裏男琶喜岳、警響「
ることなく、個人を尊重したケアに心がけ、必要な

○個別 ・具体的な介護計画
アセスメン ト (評価)に 基づいて、入居者一人ひとりの状況に応 じた具体的な介

護計画を作成するとともに、その計画の内容について入居者や家族に説明 してい
る。

O

O介 護計画への理解と実践
すべての職員が入居者一人ひとりの介護計画を理解し、その介護計画に沿つたケ

アを行つている。
○

O職 員間での情報の共有
職員間での申し送りや情報伝達を確実に行つている。

すべての職員に伝わる仕組みがある。
また、重要事項について、

O

O入 居者一人ひとりの尊重
常に入居者一人ひとりの人格を尊重 し、誇 りやプライバシーに配慮 した言葉かけ

や対応を行つている。
O

O職 員の穏やかな態度
職員の態度がゆつたりしており、入居者への言葉かけなど、やさしい雰囲気で接

している。
O
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番号 目項
良くできてい

る できている 努力が必要 評価困難

O入 居者のペースの尊重
ホーム側の決まりや都合で業務を進めていくのではなく、入居者が自分のペース

を保ちながら暮 らせるように支えている。
O

O入 居者の意志の尊重
入居者一人ひとりが自分で決めたり希望を表 した りすることを大切にしている。

O

O自 立への配慮
入居者の 「できること、できそうなこと」について、できるだけ手や日を出さず

に、見守った リー緒に行うようにしている。            1ヽ
O

20 〇身体翔束のないケアの実践
すべての機員が、身体掬東についての正 しい理解のもと、身体拘束をしないケア

を実践 している。
O

O入 居者と共同した食事の支度と後かたづけ
献立づくり、買い物、調理や後かたづけなどについて入居者と共同じて行う工夫

をしている。
O

O入 居者一人ひとりにあわせた調理方法 ・盛り付けの工夫
入居者一人ひとりのFEtt B疎下等の身体機能や、便秘 ・下痢等の健康状態にあわ

せた調理をしているかどうか。また、盛り付けの工夫等を行つている。
O

O家 庭的雰囲気の食事支援
職員が入居者と同じ食事を楽しみながら、食べこぼし等に対する支援 B介助をさ

り1ずなく行つている。
O

O一 人ひとりに応 じた排泄支援
おむつをできる限 り使用 しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パターン

を把握 し、 トイレでの排泄や自立 した排泄へ向けた支援を行つている。
〇

O排 泄時の不安や養恥心等への配慮
排泄の誘導や介助、失禁などへの対応は、入居者の不安や差恥心、プライバシー

に配慮 して行つている。
O

O希 望に合わせた入浴の支援
入居者が自分の希望に合わせて入浴できるように支援 している。

O

O希 望に合わせた理美容院への利用支援
入居者の希望にあわせて、理美容院の利用を支援 している。

O

〇プライ ドを大切にした整容への支援
入居者のプライ ドを大切にしながら、容姿や着衣の乱れ、汚れ等に対 してさりげ

なくカバーしている。 ヽ
O

○細やかな安眠のための支援
ざ

夜眠れない入居者には、 1日の生活リズムを通じた対策を取るなど、入居者一人
ひとりの睡眠のパターンを把握し、安眠できるよう支援している。

〇

〇主体的な金銭管理に向けた支援   ｀ 、
入居者本人が日常の金銭管理を行えるよう、

援をしている。

さ(ヽ

入居者一人ひとりの状況に応 じた支
O

〇ホーム内での役割 コ楽 しみごとの創出
入居者がホーム内での役割や楽 しみごとを見い出せるよう、家事や小動物の世話

など、一人ひとりに応 じた出番づくりをしている。
O

O田 腔内の清潔保持
入居者の状況に応じて、日の中の汚れや臭いが生じないよう、歯磨きや入れ歯の

手入れ、うがい等への支援、出血や炎症のチェックなど、日腔の清潔を日常的に支
援している。

O

O身 体状態の変化や異常の早期発見、対応         ~
入居者の身体状態の変化や異常のサインを早期に発見できるように努め、その状

況を記録に残している。
O

〇服薬の支援
入居者の体調と使用する薬の目的や副作用、用法や用量を理解しており、入居者

が医師の指示に従つて服案できるように支援している。
O

O緊 急時の対処体制の整備
入居者のけが、骨折、発作、のど詰まり等の緊急時に職員が応急手当を行うこと

ができるようにしており、協力医療機関や消防、警察等とあらかじめ必要な事項を
取り決め、連携体制を整えている。

O
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積

じFE璃に お 17o人 着百 の生活 更携

極盆層轟爾あ答暮彙?露奮賢百醤癌墨言垢k冒増惚督計
歩、集会への参加など、

O

O入 居者家族めホーム訪商に関する配慮
入居者の家族が気軽に訪間でき、居心地よく過ごせるよう、ホームに来やすい雰

囲気をつくっている。 O

0八 居者家族との交流支援

ム会属喜姦羅蓼品ゲ奮種墓暮暑f暑零と塔言
づくり、

O

O 事 業 所 と し て の 組 織 的 取 想 京 所

~ ~ 十 一 ― _ _ _ 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

しぞ分夢季三魯ズ扇蕎三|ご議守露2轄深言
よく理解して、職員と一体となって協力

D 。
O

O入 居者の状態に応 じた職員の確保

樹景雪雷醤雪暑富岳暑景暑景
懸患審暑F責昌喜尻兵墨忌笙差喬累亮書望縫手留楚拡 ○

O事 故防止の対策     ~

事室督真番畳警唇暑ぢ暑賢宮景
詢客墓奮響雷留香暑言驚F審`彙能生掃桑唇緩卦ごr O

O入 居者家族からの意見や要望を引き出す工夫
~~~~~一 ―一一一―――一一

で舎唇言雪羅挿ダ族雰督窒路お昌宗浮r暴劫露憲建想峯密離露たね」響誌砦声
り

○

O地 域の人々との交
入居者と地域の人々との交流のための取組みを行つている。

○

O地 域社会への貢献

轟畳暑畳屋害暑民督lf歩屁
空う黒空藍釜誓堅鰭督諸憲暴霜獲芸r鑑希標ど喜通域 ○

Oホ ーム全体の雰囲気

雪B景旨雪富言昌E言二:i予暑魯曇暑畳景督承皆8傷言雷暑格晶置密暑筈景雪骨を,容言雪唇昌景畳曾告憲雪畳7倉号だ

骨]置雷言宮含F自言8雪景盲宮1昌督宮肯::〔ミ言皆;督F脅各自倉景言宮:与昌:また暮香簾R蟹空絞響豊望とな黍暫

讐轟憂き露蕃原皇學Fの
認識の共有、業務分撃、宿別ケアi子ついての独自の方針 =定義が確立されており、職員のチームケア

な暑暑書雷景唇曇』母暑曇曇:雷醤畳富呂者奇合民国費:督忌督二素子3ラテ雷雪超暑き:事岳畳晏督景暑景雪暑景文み習サ

堅営体制も確立され、入居者本
皆誓霞晶経暮看野皆琶誓藁庭晶審暑蜜翠Fも

なつています。職員も納得のいく勉強として力国リー計算や医療の勉強もしたい
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